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キトラ古墳壁画の保存・活用について

１．これまでに確認された事項

（１）壁画の保存・活用について

【壁画の保存方針】

○ 恒久的な保存を図る観点から、環境を制御しながら安全に保存管理する

ことができるよう、当面の間、石室外の適切な施設で保存管理しながら公

開するものとする。

【壁画の保存施設】

○ 保存管理の場所については、国営飛鳥歴史公園キトラ古墳周辺地区に設

置する「体験学習館（仮称）」を念頭に、文化庁と国土交通省等の関係機関

の連携を図りながら進めていく。

○ 保存管理・公開施設に求められる設備・条件等については、「文化財公開

施設の計画に関する指針（平成７年文化庁）」の考え方や意図、内容等を十

分反映した上で、キトラ古墳壁画の諸事情に対応する。

○ 壁画は、原則として石材単位で再構成し、保存管理を行う。

○ 壁画の保存・展示・修理・メンテナンスの機能を一体とする。

【壁画の展示活用】

○ 壁画の保存を最優先とした上で、可能な限り、展示活用を実現する。

○ 壁画の展示活用を実現するに当たっては、「国宝・重要文化財の公開に関

する取扱要項（平成８年文化庁）」に準じながらも、キトラ古墳という文化

財を体験的に理解できるような展示方法を検討する。

（２）壁画の保存管理について

○ 壁画は、原則として石材単位で再構成し、保存管理を行う。

※「床面」の取扱いについては要検討。

平成 23 年度中に考古学的調査を実施。

○ 壁画の保存管理については、関係機関と連携しつつ、文化庁が主体とな

って行う。

○ 壁画の保存は「収蔵庫」において保存管理する。

＜収蔵庫＞

・地下水や日射の影響を受けない位置に配置する。

・床面積は、壁画の保存管理に適切なスペースを確保する。

・庫外の影響を直接受けないよう、前室の機能を果たすスペースを確保

する。

・間仕切壁は二重壁とし、空気の流通が可能な空間を確保する。
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・外壁と接する二重壁には結露対応のための点検口を室内側に位置する。

・内壁材には吸放湿性に優れた材質を使用する。

・収納棚は、空調の吹出・吸入口の位置に配慮し、庫内の出入口スペー

スを広くとる。

・収蔵庫内の電源は、漏電防止のため、収蔵庫外から切れるように設計

する。

（３）壁画の活用について

○ 壁画の保存を最優先とした上で、可能な限り、展示活用を実現する。

２．今後の検討事項

（１）壁画の活用について

○ 壁画の展示手法は、

①収蔵庫を公開する場合、

②展示室を設けて公開する場合、

③その他手法によって公開する場合

等が考えられるが、どうか。

３．今後のスケジュール

○ キトラ古墳壁画の保存施設に係る今後の事業計画案は以下のとおり。

なお、国土交通省等の関係機関と連携しつつ、文化庁が主体となって行う。

平成２３年度 基本構想・基本設計

２４年度 実施設計

２５～２７年度 躯体・展示工事

２８年度 供用開始


